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 ２学年の修学旅行が３泊４日の日程で実施されました。昨年度は普通科・理数科ともに関西方面２泊３日の実施でしたが，

今年度は理数科は４年ぶりに台湾へ，普通科は関西方面を訪問することができました。理数科は，姉妹校である台湾師範大

学附属高級中学において英語での合同発表と交流を行いました。これはＳＳＨの取組の１つにもなっています。また，故宮博

物院の見学なども行いました。普通科は，日本の産業や学術の中心となっている関西圏の企業や大学を訪問したり，関西圏

の高校を訪問し探究発表を行ったりと，各々にとって知見を広げ，多くのことを吸収する充実した研修となりまし

た。また最終日には金閣寺や嵐山，伏見稲荷や平等院鳳凰堂など，京都ならではの観光地をクラス毎に訪問

しました。修学旅行を通して，生徒たちは学びや友との絆の構築に努め，有意義な時間を過ごせたようです。こ

の経験が大学での学びのビジョンや大学卒業後の進路をイメージする一助になればと思います。  

    令和６年１月１日発行  

広がれ私たちの未来！～2学年修学旅行 in 台湾＆関西～ 
     

 理数科・普通科：１２月１２日（火）～１２月１５日（金）  

仙台三高だより 

仙台市宮城野区鶴ヶ谷1-19（問い合わせ先 総務部） 

    電話  022(251)1246 ／ Fax 022(251)1247 

   mail: sensan@od.myswan.ed.jp 

○修学旅行実行委員長 

 ２年５組 大川 礼央さん（幸町中出身） 

  修学旅行ではたくさんの思い出を作ることがで

きました。東寺ではこんな漢になりたいと思わせる

ような荘厳な仏像が何体も鎮座していました。熊

川宿というところでは山の頂上でヤッホーと叫んだ

際に自分の声ではない友人の声が遠くからすぐ

帰ってきたときは思わず笑ってしまいました。実行

委員長としても，無事に終えられてよかったです。  

○２年３組 大橋 千咲さん（西山中出身） 

 とても充実した4日間で特に印象深かったのは2

日目の姫路西高校との交流です。西高生の探究

発表を聞き，意見交換など積極的に交流できまし

た。また，姫路城を案内してもらいながらの交流も

あり，短い時間でしたが楽しく見学することが出来

ました。関西の高校生と交流する経験は非常に貴

重で，とても実りあるものでした。この経験を今後

の生活に活かしていきたいと思います。 

○２年２組 平塚 大志さん（丸森中出身） 

 私達が日本から飛び出して過ごした4日間は最高

の時間となりました。台湾での経験は私に大きな刺

激を与えました。現地の人との交流，食，建築，街並

み…。私にとって台湾の全てが新鮮でワクワクしまし

た。何も分からない異国の地であるはずなのに，一

切の不安もなく，充実した時間でした。この経験を必

ず私達の次のステップで役立てたいと思います。  

若狭高校での学校間交流の様子 



     １月の予定 
  

 ４日（木）共通テストリハーサル（３年・～５日） 

 ９日（火）全校集会・第３回校内模試（１・２年） 

１０日（水）第３回校内模試（２年） 

１３日（土）大学入学共通テスト 

         （～１４日） 

１６日（火）第３回SS講演会 

１９日（金）２年総合学力模試 

２０日（土）１・２年総合学力模試 

 

輝かしい栄光の記録！ 

○第76回宮城県高等学校生徒理科研究発表会 

  物理・化学・生物・地学部門 最優秀賞 

  地学部門 部会長賞    〈自然科学部〉 

 

〇JSEC2023（第21回高校生・高専生科学技術チャレンジ）  

花王賞受賞 

→国際学生科学技術フェア（ISEF） 

日本代表として出場決定！（来年5

月米ロサンゼルス） 

〇第41回宮城県高等学校放送コンテスト新人大会 

   オーディオメッセージ 最優秀賞    

   ビデオメッセージ部門 優秀賞〈放送部〉                  

 第43回「地方の時代」映像祭高校生部門 優秀賞 

〇第61回宮城県高等学校演劇コンクール中央大会 

  優秀賞 「かげの歌」  〈演劇部〉 

〇全国高校柔道選手権宮城大会 男子81kg級  

  第3位 佐藤 柊也さん（２年・中野中）東北大会進出 

〇宮城県冬季ジュニア選手権大会 ダブルス1位・  

  シングルス2位 石川 楓さん（２年・広瀬中） 

  東北大会進出 

 この日はＳＳＨ事業及び本校独自の「授業づくり」の取組や

成果の発表に，文部科学省の高橋洋子氏をはじめ県内外か

ら100名を超える方々が来校されました。研究授業では１・２

年生の授業が公開され，多くの参観者の中で生徒たちは緊

張した様子でした。また招聘講師：森田琢也先生(大阪教育

大学附属高等学校) によるArt×Englishの連携授業や，本校

２年生の探究の授業で，１年時から継続してきた探究活動の

成果を堂々と発表する姿は注目を集めていました。午後には

一般社団法人こたえのない学校代表理事藤原さと氏をお

招きし，「協働する探究のデザイン 社会をよくするプ

ロジェクトデザインとは？」の演題でご講演いただきまし

た。海外での幅広いご経験に基づく探究の実践のお話は大

変奥深く，本校での探究活動の在り方について改めて考えさ

せられました。その後，各教科等に分かれての研究協議で

は，各校での取組や課題な

どについて活発に話し合わ

れ，各参加者が授業力向上

と向き合う大変貴重な一日と

なりました。 

いじめについて考えるLHR 
１学年：１２月８日（金） 

薬物乱用防止講演会 
１学年：１２月１日（金） 

 １２月１日，仙台市薬剤師会会長の北村哲治氏をお招きし

て，１年生を対象に薬物に関する講義を行っていただきまし

た。 危険ドラッグのみならず，昨今

の新型コロナウィルスに関するお話

や，一般の薬の服用法やタバコ・ア

ルコールの有害性など話題は多岐

に及び，正しい知識を身につける

有意義な時間となりました。 

○１年３組 兵藤 里林さん（西山中出身） 

 授業の初めに渡された文章を読み，明らかにいじめに該当す

る内容を「いじり」であると主張する人が多いことに驚いた。おそ

らく，その場の雰囲気が罪悪感をなくし，自分が正当であると思

い込ませてしまうのではないかと思った。客観視すれば気づけ

ることに気づけなくなってしまう可能性を知ることが大切だ。いじ

めといじりの境界は曖昧で，人によって変わるという事実を改め

て実感した。 

ＳＳＨ中間報告会 

授業づくりプロジェクトフォーラム 
１２月１９日（火） 

活発な研究協議の様子 

本校教員によるPBL型・

ICT利活用型授業 

藤原さと氏による基調講演 

招聘講師・CLIL型教科連携授業 

招聘講師によるESDの観点を 

取り入れた公共の授業 

 この日は１年生で，「いじめ」と「いじり」の違いについて考え

るLHRを行いました。各クラスのHR委員が司会進行し，グ

ループで討議した結果をクラスの中で発表しました。仲間は

高校生活を送る上でなくてはならない存在です。互いの個

性を尊重し合い，信頼関係を築くことの大切さをを改めて学

びました。 

←大場 誠也さん（１年 秋田・大曲中） 

 志田京太郎さん(１年 西山中) 

全国総文祭 

 出場決定！ 


